
                                      2 7 日 機 輸 総 企 第 22 4 号  

平 成 27 年 12 月 16 日  

 

組 合 員 各 位   

                                              日 本 機 械 輸 出 組 合  

                                            専 務 理 事  倉 持 治 彦  

                                                                             

JMC 海 外 危 機 管 理 セミナー開 催 のお知 らせ 

「 激 変 す る 国 際 安 全 保 障 環 境 と 海 外 進 出 企 業 の 危 機 管 理 」  

            講 師  国 際 政 治 ア ナ リ ス ト  菅 原  出 氏               

  

平 素 よ り 組 合 員 の 皆 様 に は 大 変 お 世 話 に な っ て お り ま す 。  

 「 JM C 海 外 安 全 サ ポ ー ト サ ー ビ ス 」 の 一 環 と し て 、 標 記 セ ミ ナ ー を 開 催 い

た し ま す 。  

「 イ ス ラ ム 国 」 に よ り 、 8 月 タ イ  バ ン コ ク 、 10 月 ト ル コ  ア ン カ ラ 、 11

月 フ ラ ン ス  パ リ な ど で 大 規 模 な テ ロ が 発 生 し て い ま す 。 レ バ ノ ン 、 チ ュ

ニ ジ ア 、エ ジ プ ト な ど で も 発 生 し て お り 、そ の 脅 威 は 拡 散 し 、激 し さ を 増

し て 来 て い ま す 。  

ま た 、 欧 米 各 国 ・ 東 南 ア ジ ア な ど で は 、 数 多 く の 「 イ ス ラ ム 国 」 関 連 の

テ ロ 未 遂 計 画 の 摘 発 、容 疑 者 の 確 保 が 行 わ れ て い ま す が 、潜 在 的 な リ ス ク

は 依 然 と し て 排 除 さ れ て い な い と 言 え ま す 。  

今 や 、 海 外 の ど こ に い て も テ ロ の 脅 威 に 注 意 し な け れ ば な ら な い と い う

状 況 で あ り 、 日 本 企 業 に と っ て 、 海 外 に お け る テ ロ 対 策 は 喫 緊 の 課 題 と な

っ て い ま す 。  

こ う し た 状 況 を 踏 ま え 、 第 一 線 で ご 活 躍 さ れ て い る 菅 原  出 氏 を お 招 き

し 、 下 記 の と お り セ ミ ナ ー を 開 催 致 し ま す 。  

組 合 員 企 業 の 海 外 営 業 関 係 者 お よ び 海 外 人 事 ・ 海 外 危 機 管 理 担 当 部 門 の

方 に お か れ て は 、 是 非 ご 参 加 下 さ い ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

              記  

 

Ⅰ ． 日 時  平 成 ２ ８ 年 １ 月 ２ ７ 日 （ 水 ） １ ４ ： ０ ０ ～ １ ６ ： ３ ０  

 

Ⅱ ． 場 所  日 本 機 械 輸 出 組 合  第 一 会 議 室  

東 京 都 港 区 芝 公 園 3 丁 目 5 番 8 号 （ 機 械 振 興 会 館 ４ 階 ）       

       ア ク セ ス (下 記 UR L の 地 図 参 照 ) 

h t t p : / / w w w . j m c t i . o r g / j m c h o m e p a g e / s h o u k a i / s h o z a i c h i / i n d e x . h t m  

     

Ⅲ ． 内 容   

「 激 変 す る 国 際 安 全 保 障 環 境 と 海 外 進 出 企 業 の 危 機 管 理 」  

   １ ４ ： ０ ０ ～ １ ６ ： ０ ０  

 ( 1 ) 激 し さ 増 す 対 イ ス ラ ム 国 戦 争 の 現 状 と 課 題  

( 2 ) 拡 散 す る テ ロ の 脅 威 の 分 析  

： 地 域 ご と に テ ロ の 特 徴 や 脅 威 の レ ベ ル を 評 価  

( 3 ) 海 外 進 出 企 業 の 安 全 対 策  

： 個 人 の 状 況 認 識 と 対 応 能 力 を 養 う に は ど う す べ き か ？  

※ 質 疑 応 答 の 時 間 も 設 け ま す 。  

講 師  国 際 政 治 ア ナ リ ス ト  菅 原  出 氏 （ 下 記 参 照 ）  



 

〇 終 了 後 に「 JM C 海 外 安 全 サ ポ ー ト サ ー ビ ス 」に つ い て 、 今 年 度 追 加 サ ー

ビ ス を 含 め 、 安 全 サ ポ ー ト 株 式 会 社 よ り 説 明 し ま す 。  

１ ６ ： ０ ０ ～ １ ６ ： ３ ０        

【 定 員 】 ５ ０ 名 （ 先 着 順 ）  

 

【 参 加 費 】 組 合 員 限 定 ・ 無 料  

 

お 申 込 み は 、 お 手 数 で す が 、 当 組 合 Ｈ Ｐ の「 セ ミ ナ ー ご 案 内 」(下 記 UR L )

か ら お 願 い い た し ま す 。 恐 縮 で す が 、 平 成 28 年 1 月 2 0 日 (水 )ま で に お 申

し 込 み 頂 け れ ば 幸 い で す 。  

 

（ h t t p : / / w w w . j m c t i . o r g / j m c h o m e p a g e / s e m m i n a r / i n d e x . h t m）  

 

H P か ら の 申 込 が 難 し い 方 は 、 E メ ー ル （ yo k o z e k i @ j m c t i . o r . j p）  

で ご 連 絡 下 さ い 。  

 

・ 参 加 費 は 無 料 で す 。  

・ 受 講 券 等 は お 送 り し ま せ ん の で 、 当 日 、 会 場 受 付 で 名 刺 を ご 提 出 下 さ

い 。  

・ 定 員 に な り 次 第 、 恐 縮 で す が 締 め 切 ら せ て い た だ き ま す 。  

 

本 御 案 内 は 、 下 記 の 方 々 に 送 付 し て お り ま す 。  

◇ JM C 海 外 安 全 サ ポ ー ト サ ー ビ ス の 窓 口 ご 担 当 登 録 者 様 、 JM C 海 外 安 全 情    

 報 の メ ー ル 配 信 先  

◇ JM C の 窓 口 ご 担 当 者 様 お よ び 前 回 ま で の セ ミ ナ ー ご 参 加 者 様  (お 手 数 で

す が 、 必 要 に 応 じ て 本 案 内 状 を 海 外 危 機 管 理 担 当 部 署 等 関 連 の 皆 様 に ご

転 送 頂 け れ ば 幸 い で す ) 

 

本 件 問 合 せ 先 ：  

総 務 企 画 グ ル ー プ  横 関 、 橋 本 （ Te l . 0 3 - 3 4 3 1 - 9 5 6 0  F a x  0 3 - 3 4 3 6 - 6 4 5 5）  

  

                                      

【 講 師 プ ロ フ ィ ー ル 】    

 

菅 原  出 （ ス ガ ワ ラ  イ ズ ル ）  

国 際 政 治 ア ナ リ ス ト    

 

□ 中 央 大 学 卒 業 後 、 19 9 3 年 か ら 98 年 ま で オ ラ ン ダ に 留 学 。  

□ 在 オ ラ ン ダ 日 系 企 業 勤 務 、 東 京 財 団 リ サ ー チ ・ フ ェ ロ ー 、 世 界 的 な セ

キ ュ リ テ ィ 会 社 勤 務 な ど を 経 て 、 現 在 は 国 際 政 治 ア ナ リ ス ト 。  

□ 主 な 著 書  「 イ ス ラ ム 国 と 恐 怖 の 輸 出 」、「 リ ス ク の 世 界 地 図 :テ ロ 、 誘

拐 か ら 身 を 守 る 」 、 「 海 外 進 出 企 業 の 安 全 対 策 ガ イ ド 」 (共 著 )、 「 民

間 軍 事 会 社 の 内 幕 」 、 「 秘 密 戦 争 の 司 令 官 オ バ マ 」 、 「 戦 争 詐 欺 師 」

「 ア メ リ カ は な ぜ ヒ ト ラ ー を 必 要 と し た の か 」 な ど 多 数 。  

                              以 上  


